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新井 一

日本全土を興奮させたラグビーワールドカップは，11月 2日に南アフリカの優勝で
幕を閉じた．私自身，横浜国際スタジアムで行われた 3試合を観戦する機会を得たが，
なんといっても圧巻は日本―スコットランド戦であった．観客全員が一体となったスタ
ジアムに身を置き，スポーツのもつ力・素晴らしさをあらためて感じ入った次第であ
る．まさに，「4年に一度じゃない．一生に一度だ．―ONCE IN A LIFETIME―」の経
験であった．
さて本号の「扉」には，河野兼久先生の「私の『苦いカルテ』―1脳外科医の 41年

間の反省―」と題する原稿が寄せられている．ご自身のご経験・ご苦労を淡々と記され
ており，大変に感銘を受けた．私も胸に手を当てて，自分自身の脳神経外科医としての
半生を，自戒を込めて振り返ったところである．これから脳神経外科医としての険しい
道を歩もうとする若い先生方には，貴重な道標になる「扉」であった．また本号には，浅
野孝雄先生の「AI時代における脳と心」の完結編が掲載されている．内容は決して平
易なものではなく，正直私もすべてを理解できたわけではないが，文末にあるニーチェ
とブッダとの仮想問答は示唆に富んでおり，AI時代を生きるわれわれが忘れてはなら
ない含蓄がそこにあるように思えた．
原政人先生による総説では，末梢神経鞘腫の手術が取り上げられている．少し話は飛
ぶが，日本脳神経外科学会は，昭和 23 年に「日本脳・神経外科研究会」として発足
し，昭和 27年に「日本脳・神経外科学会」と改称した．その後，昭和 40年に当時の
医療法第 70条に「脳神経外科」が診療科名として正式に加えられた際に，法律用語上
の理由から「脳」と「神経」の間にあった「・」が除かれ，日本脳神経外科学会と改名
し現在に至っている．「脳」と「神経」の間にあった「・」は，「脳」が中枢神経（脳・
脊髄）を，「神経」が末梢神経を指すことを意図した先人の思いの表れである．そして，
この先人の思いは，現在も変わらぬ真実のはずである．原先生の総説を拝読して，われ
われ脳神経外科医が，今以上に末梢神経疾患の治療にかかわる必要性を再認識した．
その他，本号に掲載された研究論文 2編，症例報告 6編はいずれも内容が充実して

おり，脳神経外科の広い分野を網羅した読み応えのある 2019年 12月号となった．
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